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「一人を愛し、一人を育む。」



だいがくのたから

大
学
の
タ
グ
ラ
イ
ン・

﹁
一
人
を
愛
し
、
一
人
を
育
む
︒﹂

　

２
０
１
８
年
度
に
創
立
30
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
︑
学
生･

教
員･

職
員
が
協
働
し
て
新
た
な
タ
グ

ラ
イ
ン
を
考
案
し
︑
こ
れ
を
広
く
世
に
発
表
し
た
︒
そ
れ
が
「
一
人
を
愛
し
︑
一
人
を
育
む
︒」
で
あ
る
︒

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト･

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
基
盤
と
す
る
聖
学
院
大
学
は
︑
開
学
以
来
「
神
を
仰
ぎ　

人

に
仕
う
」
と
い
う
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
人
材
教
育
を
行
っ
て
き
た
が
︑
そ
れ
は
「
一
人
の
個
性
が
他
者

に
仕
え
る
人
に
な
り
︑
他
者
と
共
に
生
き
る
人
」︑
ひ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
「
現
代
の
市
民

社
会
の
各
分
野
で
貢
献
で
き
る
人
物
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
は
ま
た
「
既
存
の
数
あ
る
有
力
な
キ
リ
ス
ト
教
大
学
と
並
列
さ
れ
る
も
う
一
つ
の

大
学
で
は
な
く
︑
新
し
い
大
学
︑
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
」
を
目
指
す
も
の
で
も
あ
っ
た
︒

　

こ
の
よ
う
な
理
想
を
掲
げ
る
本
学
は
︑
開
学
当
初
か
ら
徹
底
し
た
少
人
数
教
育
を
行
い
︑「
面
倒
見
の
よ

い
大
学
」
と
し
て
評
価
を
い
た
だ
い
て
き
た
が
︑
創
立
30
周
年
を
機
に
改
め
て
そ
の
「
面
倒
見
の
よ
さ
」

の
実
質
を
見
つ
め
直
し
︑
よ
り
深
化
さ
せ
る
た
め
に
︑
今
後
何
十
年
経
っ
て
も
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
聖
学

院
大
学
ら
し
さ
を
新
た
な
タ
グ
ラ
イ
ン
で
表
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
そ
れ
は
ま
た
︑
学
生
一
人
ひ
と
り

と
の
距
離
感
を
大
切
に
︑
近
す
ぎ
ず
︑
遠
す
ぎ
ず
︑
見
守
り
な
が
ら
︑
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
育
む
大

学
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
プ
ロ
ミ
ス
で
も
あ
る
︒

　

神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
学
生
を
愛
し
︑
そ
の
魂
の
豊
か
な
可
能
性
を

支
え
つ
つ
︑
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
基
盤
と
す
る
専
門
教
育
を
通
し
て
各
人
の
個
性
と
能
力
を
引
き
出
す
こ

と
︒
そ
し
て
︑
そ
う
し
た
教
育
を
通
じ
て
︑
本
学
の
建
学
の
精
神
を
体
現
す
る
「
一
人
」
を
育
成
し
︑「
愛

さ
れ
た
一
人
」「
育
ま
れ
た
一
人
」
が
「
一
人
を
愛
す
る
」「
一
人
を
育
む
」
人
に
な
る
こ
と
︒
キ
リ
ス
ト

教
の
精
神
に
基
づ
く
人
格
教
育
が
醸
成
す
る
「
文
化
共
同
体
」
と
し
て
の
聖
学
院
大
学
は
︑
そ
の
理
想
ゆ

え
に
常
に
「
ユ
ニ
ー
ク
な
課
題
」
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

聖学院大学
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だ
い
が
く
の
た
か
ら 

聖
学
院
大
学

表
紙・

大
学
点
描 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

巻
頭
言 

「M
em
oria 

記
憶
」
を
も
つ
大
学 

原
田
豊
己

高
等
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
を
考
え
る 

川
久
保
清

10

座
談
会  

私
立
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
を
振
り
返
る 

 

三
橋
秀
彦
／
佐
藤
文
博
／
木
本
浩
一
／
久
保
秀
雄
／（
司
会
）
音　
好
宏

14

特
集
　
学
生
寮
を
活
用
し
た
国
際
交
流
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
取
り
組
み 

30

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
ハ
ブ・

サ
ロ
ン
機
能 

奥
村
経
世

32

Ｔ
Ｕ
Ｔ
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ウ
ス
―
成
長
へ
の
ス
パ
イ
ラ
ル 

髙
嶋
孝
明

 

竹
川
清
美

38

大
学
の
教
育
力
強
化
を
目
指
す
国
際
交
流
施
設
〝RYU

TO
PIA

〟 

八
木
雅
史

44

国
際
寮
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ド
ミ
ト
リ
ー
」
の
挑
戦 

堀
内
一
史

50

多
文
化
交
流
を
目
的
と
し
た
国
際
学
生
宿
舎 

下
山
裕
司

56

国
際
的
な
文
化
交
流
、
相
互
理
解
を
育
む
美
大
の
国
際
寮 

森　
敏
生

60

ず
い
そ
う 

父お
や
じ

の
背
中 

植
木　
實

64

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
社
会
的
意
義
―
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）
の
設
立 

鎌
田　
薫

 

（
聞
き
手
）
山
田
健
太
／
長
野　
香

66

定
員
管
理
に
関
す
る
私
大
連
の
意
見 

坂
下
嬢
子

74

私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
―
「
高
等
教
育
政
策
と
公
財
政
支
援
」
総
括

80
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私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

現
代
社
会
の
中
の
大
学
教
育
―
双
方
向
的
な
教
育
の
取
り
組
み 

小
林
信
重

90

明
日
へ
の
試
み

京
都
産
業
大
学
国
際
関
係
学
部

新
た
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
育
成
を
目
指
し
て 

鈴
井
清
巳

92

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

ア
ジ
ア
近
代
化
の
開
拓
者
を
生
ん
だ
学
校
教
育 

―
拓
殖
大
学
国
際
人
材
育
成
の
軌
跡・

拓
殖
大
学 

長
谷
部
茂

100

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）
編
》

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
高
め
る
海
外
ピ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ・

広
島
女
学
院
大
学 

宇
根　
治

106

タ
イ
長
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
、自
分
が
変
わ
る 

グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
を
育
て
る

―
汝
の
光
を
輝
か
せ

―・

恵
泉
女
学
園
大
学 

押
山
正
紀

108

伊
勢
か
ら
世
界
へ
、世
界
か
ら
伊
勢
へ 

―
「
伊
勢
」
と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム・

皇
學
館
大
学 

玉
田　
功

110

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ト
ナ
ミ
運
輸
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
　
武
下
利
一
さ
ん
に
聞
く 

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

112

新
会
員
代
表
者
紹
介

京
都
橘
大
学
／
松
山
東
雲
女
子
大
学
／
立
正
大
学
／
常
磐
大
学

120

新
加
盟
大
学・

会
員
代
表
者
紹
介

金
沢
星
稜
大
学

122

執
筆
者・

出
席
者
の
ご
紹
介・

123
　
　
連
盟
ニ
ュ
ー
ス・
125
　
　
編
集
後
記・

126�

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　現在も使用されているノートルダムホール本館と
東棟は、1929年に建造され、本年は竣工90周年にあ
たります。設計者はアントニン ・レーモンド。世界
的に著名な建築家フランク ・ロイド ・ライトの助手
として来日し、西洋の近代建築と日本の伝統的建築
を融合させる設計手法を編み出した建築家です。
　本学の設立母体であるナミュール ・ノートルダム
修道女会は、1924年に米国から来岡しました。米国
の先進的な教育手法を一方的に押し付けるのではな
く、日本の文化や日本人の気質を大切にし、本学独
自の教育を形成しました。ノートルダムホール本館
と東棟は、建学時の教育方針を象徴する建物として
90年間生き続けています。
　なお、両校舎は昭和初期の日本におけるモダニズ
ム建築として貴重な存在であり、いまもその姿のま
まで使われ続けている建築遺産であることから、2007
年に国の登録有形文化財として登録されました。

〈表紙写真〉

生き続ける建築（ノートルダム清心女子大学）











　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
「
記
憶
」
は
、
１
７
５
１
年
フ
ラ

ン
ス
で
生
ま
れ
た
聖
ジ
ュ
リ
ー・

ビ
リ
ア
ー
ト
に
遡
る
。
彼
女
は
、
ナ

ミ
ュ
ー
ル・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
の
創
立
者
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
信
仰
の
中
で
、
豊
か
な
知
性
と
良
識
を
持
つ
女
性
に
育
ち
、

い
つ
も
「
善
き
神
の
い
か
に
善
き
こ
と
よ
」
の
言
葉
を
口
ず
さ
ん
で
い

た
。
本
学
は
、
聖
ジ
ュ
リ
ー
の
志
を
継
い
だ
６
名
の
シ
ス
タ
ー
が
女
子

の
た
め
の
教
育
を
岡
山
の
地
で
始
め
、
戦
禍
を
乗
り
こ
え
、
１
９
４
９

年
女
子
大
学
と
し
て
誕
生
し
た
。
現
在
も
、
岡
山
県
内
唯
一
の
女
子
大

学
と
し
て
「
善
き
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
人
間
が
、
真
の
自
由
人
と

し
て
真・
善・

美
を
追
求
す
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
社
会
と
平
和

の
た
め
に
貢
献
す
る
力
を
身
に
付
け
る
女
子
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「M
em
oria 

記
憶
」を
も
つ
大
学

原
田 

豊
己
●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
長
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共
立
女
子
大
学・
女
子
短
期
大
学
の
学
長
に
就
任
以
来
１

年
、「
貴
学
の
女
子
大
学
と
し
て
の
特
徴
は
？　

メ
リ
ッ
ト

は
？
」
な
ど
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
い
つ
も
「
女

子
大
学
と
は
」
と
自
問
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
答
え
は
い
ま

だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。
高
等
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
か
ら
、

女
子
大
学
の
方
向
性
を
考
え
て
み
た
い
。

　

医
学
部
入
試
に
お
い
て
、
女
子
学
生
に
対
し
て
公
正
で
は

な
い
入
試
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
、

高
等
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
が
再
び
社
会
的
に
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
２
０

１
９
年
４
月
12
日
入
学
式
の
上
野
千
鶴
子
名
誉
教
授
の
祝
辞

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
先
覚
者
と
し
て
、

親
の
性
差
別
の
意
識
が
４
年
制
大
学
進
学
率
の
男
女
差
を
生

み
出
し
て
い
る
、
入
学
後
に
は
東
大
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

で
性
差
別
が
あ
る
、
社
会
に
お
い
て
も
性
差
別
が
相
変
わ
ら

ず
あ
る
、
と
い
う
論
旨
で
あ
っ
た
。「
女
性
学
を
生
ん
だ
の
は

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
う
女
性
運
動
で
す
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

は
け
っ
し
て
女
も
男
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
た
い
と
か
、
弱
者

が
強
者
に
な
り
た
い
と
い
う
思
想
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
は
弱
者
が
弱
者
の
ま
ま
で
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
求

め
る
思
想
で
す
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

男
女
共
学
の
大
学
で
は
、
女
性
に
と
っ
て
公
正
な
入
試
や

教
育
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
実
が
、
い
ま
だ
に
東
京
大
学
に

お
い
て
も
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

　

女
子
の
高
等
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
明
治
期
に
本

学
の
前
身
で
あ
る
共
立
女
子
職
業
学
校
の
よ
う
な
女
子
だ
け

の
学
校
が
で
き
た
の
は
、
当
時
の
男
女
共
学
の
大
学
で
は
女

子
に
対
す
る
教
育
が
女
子
の
望
む
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
共
立
女
子
大
学
の
前
身
で
あ
る
共
立
女

子
職
業
学
校
は
、
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
男
女
師
範
学

川
久
保 

清
●
共
立
女
子
大
学・

共
立
女
子
短
期
大
学
学
長

高
等
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
を
考
え
る
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校
の
合
併
に
反
対
し
た
東
京
女
子
師
範
学
校
の
関
係
者
ら
34

人
の
発
起
人
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。「
女
性
の
自
立
と
自
活
」

を
建
学
の
精
神
と
し
、
家
庭
科
教
員
の
養
成
を
主
な
目
的
と

し
て
女
子
教
育
を
開
始
し
た
。

　

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
歴
史
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
と
、

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
に
お
茶
の
水
（
現
文
京
区
湯
島
１

丁
目
）
に
東
京
女
子
師
範
学
校
と
し
て
開
学
し
た
。
１
８
８

５
（
明
治
18
）
年
、
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
開
校
し
て

い
た
東
京
師
範
学
校
に
合
併
さ
れ
、
男
女
共
学
と
な
る
。
こ

の
時
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
に
反
対
す
る
先
生
方
が
、
共

立
女
子
職
業
学
校
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
師
範
学
校

は
高
等
師
範
学
校
と
な
り
、
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に
女

子
部
が
分
離
し
て
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女
子

大
学
）
が
創
立
さ
れ
た
。
明
治
期
は
、
男
女
共
学
の
中
で
は

女
子
教
育
に
困
難
な
面
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
期
に
は
、
性
差
別
の
横
行
し
た
学
問
領
域
に
お
い
て

女
子
専
門
の
教
育
が
行
わ
れ
た
。
女
子
美
術
学
校
は
１
９
０

０
（
明
治
33
）
年
に
開
校
し
、
戦
後
の
女
子
美
術
大
学
に
つ

な
が
る
。
女
性
に
対
し
て
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
美
術

教
育
の
門
戸
が
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
開
校
の
理
由

で
あ
る
。
東
京
芸
術
大
学
の
前
身
の
東
京
美
術
学
校
に
女
子

が
入
学
し
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

共
立
女
子
職
業
学
校
も
女
子
美
術
学
校
も
開
学
の
地
は
文

京
区
本
郷
弓
町
で
、
私
塾
的
な
形
で
始
め
ら
れ
た
。

　

体
育・

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
男
女
差
別
は
あ
り
、
近
代

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
功
労
者
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
は
女
性
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
な
ど
あ
り
え
な
い
と
語
っ
て
い
た
。

私
立
東
京
女
子
体
操
音
楽
学
校
（
後
の
東
京
女
子
体
育
大
）

が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
女
子
大
学
の
原
点
に
は
、
教
育
の
男
女
差
別
に

立
ち
向
か
う
建
学
の
精
神
が
あ
る
。

　

ま
た
、
女
子
に
対
す
る
高
等
教
育
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を

憂
い
、「
専
門
性
を
も
つ
教
養
人
を
育
て
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

教
育
」
を
目
指
す
大
学
と
し
て
、
東
京
女
子
大
学
（
１
９
１

８
年
開
学
）
や
聖
心
女
子
大
学
（
１
９
１
６
年
開
校
）
な
ど

が
あ
る
。
本
学
で
は
、
後
述
す
る
家
政
学
部
に
次
い
で
、
１

９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
文
芸
学
部
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）

年
に
国
際
文
化
学
部
（
後
の
国
際
学
部
）
を
設
置
し
た
。
女

子
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

共
立
女
子
職
業
学
校
の
初
代
校
長
服
部
一
三
が
、「
女
子
に

適
応
す
る
諸
職
業
を
授
け
、
広
く
世
の
婦
女
子
に
実
業
を
得

し
め
ん
と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
女
子
に
多
い
職
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業
や
学
問
領
域
（
看
護
師
、
管
理
栄
養
士・

栄
養
士
、
家
政

学
、
児
童
学
）
を
教
育
す
る
女
子
大
学
が
あ
る
。
本
学
で
は

家
政
学
部
を
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
設
置
し
、
ま
た
短

大
看
護
学
科
を
経
て
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に
看
護
学
部

を
新
設
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
領
域
は
男
性
に
も
門
戸
が
開
放
さ
れ

て
お
り
、
女
子
大
学
に
限
ら
ず
男
女
共
学
の
大
学
が
多
い
の

で
、
女
子
大
学
の
特
性
で
は
な
い
。
看
護
系
大
学
の
数
は
２

５
０
を
超
え
る
が
、
女
子
大
学
の
数
は
少
数
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
女
子
大
学
の
特
徴
を
考
え
る
と
き
、
女
子

大
学
の
今
後
の
進
む
方
向
性
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
悩

む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
女
子
の
、
４
年
制
大
学
進
学
率
は
高
く

な
っ
て
き
た
が
、
女
子
大
学
の
数
は
20
年
前
に
比
較
し
て
98

か
ら
77
に
減
少
し
て
い
る
。
女
子
の
、
４
年
制
大
学
へ
の
進

学
率
（
２
０
１
６
年
で
48・

２
％
）
は
さ
ら
に
高
く
な
る
可

能
性
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
の
女
子
大

学
の
果
た
す
役
割
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
と
超
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
女
性
の
活
躍
が
さ

ら
に
期
待
さ
れ
る
。
総
務
省
統
計
局
の
労
働
力
調
査
に
よ
る

年
齢
階
級
別
労
働
力
人
口
比
率
の
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
（
女

性
の
労
働
力
率
は
学
校
卒
業
後
の
年
代
で
上
昇
し
、
そ
の
後
、

結
婚・

出
産
期
に
い
っ
た
ん
低
下
し
、
育
児
が
落
ち
着
い
た

時
期
に
再
び
上
昇
す
る
）
の
底
は
、
１
９
８
８
（
昭
和
63
）

年
は
51・

１
％
（
30
～
34
歳
）
だ
っ
た
が
、
２
０
１
８
（
平

成
30
）
年
は
74・

８
％
（
35
～
39
歳
）
と
な
っ
て
お
り
、
Ｍ

字
の
底
が
上
昇
し
、
も
は
や
台
形
に
近
づ
い
て
い
る
。
主
要

国
の
女
性
の
年
齢
階
級
別
労
働
力
率
の
比
較
で
は
、
30
～
34

歳
に
つ
い
て
は
75・

２
％
と
米
国
の
74・

５
％
よ
り
高
く
な
っ

た
（
２
０
１
７
年
）。
総
務
省
の
科
学
技
術
研
究
調
査
で
は
、

女
性
研
究
者
数
は
１
９
８
９
年
の
３
万
８
２
２
４
人
か
ら
２

０
１
８
年
の
15
万
５
４
５
人
に
増
加
し
、
研
究
者
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
１
９
８
９
年
の
７・

１
％
か
ら
２
０
１
８
年

は
16・

２
％
に
増
加
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
女
性
の
就
業
率
は
世
界
の
中
で
は
ま
だ

低
い
ほ
う
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
雇
用
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
２
０

１
６
に
よ
る
と
、
25
～
54
歳
の
女
性
の
就
業
率
は
72・

７
％

で
あ
り
、
加
盟
34
国
中
23
位
と
な
っ
て
い
る
。
１
位
は
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
の
84・

１
％
で
あ
る
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公
表
し
た
２
０
１
８
年
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、
１
４
９
カ
国
中
１
１
０
位
で
あ

る
。
こ
の
指
数
は
、
経
済
、
教
育
、
政
治
、
健
康
の
各
分
野

に
お
け
る
男
女
平
等
の
程
度
を
示
す
指
数
で
あ
る
。
１
が
完

122019.7　大学時報



全
平
等
で
あ
り
、
ス
コ
ア
は
教
育
分
野
０・

９
９
４
、
健
康

分
野
０・

９
７
９
と
高
く
、
経
済
分
野
０・

５
９
５
、
政
治

分
野
０・

０
８
１
と
低
い
。
津
田
塾
大
学
の
高
橋
裕
子
学
長

は
、
２
０
１
９
年
３
月
18
日
の
日
経
新
聞
で
、
全
国
の
大
学

に
お
け
る
女
性
学
長
の
割
合
は
11・

３
％
で
あ
る
と
し
て
、

男
性
優
位
の
日
本
の
大
学
の
問
題
を
述
べ
て
い
る
。「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
重
視
し
た
教
育
研
究
環
境
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
も
、
高
等
教
育
機
関
の
意
思
決
定
に
参
画
で
き
る
女

性
の
割
合
を
増
加
さ
せ
、
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
多
様

性
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
日
本
社
会
の
喫
緊
の
課
題
だ
」

と
さ
れ
て
い
る
。
か
く
い
う
私
も
、
女
子
大
学
の
学
長
な
が

ら
男
性
で
あ
る
。

　

私
立
大
学
は
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
多
様
性
が
特
徴
で
あ

り
、
役
割
分
担
す
み
わ
け
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。「
２
０
４
０

年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
答
申
）」
で

は
、
大
学
の
機
能
別
分
化
と
し
て
人
材
養
成
の
三
つ
の
観
点

（
例
）
を
挙
げ
、「
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
各

大
学
の
役
割・

機
能
の
明
確
化・

特
色
化
を
加
速
す
る
改
革

を
促
す
」
と
し
て
い
る
。

　

三
つ
の
観
点
（
例
）
は
、「
世
界
を
牽
引
す
る
人
材
を
養

成
」「
高
度
な
教
養
と
専
門
性
を
備
え
た
先
導
的
な
人
材
を
養

成
」「
具
体
の
職
業
や
ス
キ
ル
を
意
識
し
た
教
育
を
行
い
、
高

い
実
務
能
力
を
備
え
た
人
材
を
養
成
」
で
あ
る
。
本
学
の
よ

う
な
女
子
大
学
を
考
え
た
場
合
、
建
学
の
原
点
に
立
ち
返
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
人
材
養
成
目
的
と
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

教
育
の
質
保
証
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
学
は
、
２
０
２
０
年
度
に
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
新
設
の
認
可

を
申
請
中
で
あ
る
。
人
材
養
成
目
的
と
し
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
の

場
で
活
用
で
き
る
知
識・

技
能
と
必
要
な
教
養
を
身
に
つ
け
、

他
者
と
協
働
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
」
を
掲
げ
る
予
定
で
あ
る
。
女
子
大
学
初
の
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
で
あ
り
、
女
性
活
躍
推
進
に
寄
与
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、
女
性
の
活

躍
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
社
会
の
持
続
可
能
な
発

展
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
女
子
高
等
教
育
の
役
割

が
大
き
い
が
、
男
女
共
学
の
大
学
の
教
育
環
境
に
お
い
て
男

女
差
別
が
続
く
現
状
で
は
、
女
子
大
学
が
果
た
す
役
割
の
重

要
性
も
継
続
す
る
。
多
様
な
学
生
を
受
け
入
れ
る
方
向
性
を

保
ち
つ
つ
、
女
子
大
学
の
強
み
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。
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